
食品リサイクル法

食品リサイクル法とは？

食品関連事業者のための

食品循環資源の再生利用等の促進

に関する法律

食品リサイクル法は
循環型社会の構築を
目指しています。



食品リサイクル法

決められた目標は？

平成１８年度までに全ての食品関連事業者
が再生利用等の実施率を２０％以上にする

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

予測される1年間の
食品廃棄物の総量

実際に排出された
食品廃棄物の総量

20％以上の削減
食
品
廃
棄
物
量



食品リサイクル法

再生利用等に取り組むときの優先順位は？

③減量

脱水・乾燥

発酵・炭化

排出量の減量

②再生利用

肥料化や飼料化

油脂や油脂製品化

再生利用

①発生を抑制

生産・流通の工夫

消費のあり方の見直し

仕入の改善

タイムセール



食品リサイクル法

食品の製造

加工業者

食品メーカー

食品加工業者

他

飲食店

食事提供を伴
う事業を行う者

レストラン

ホテル・旅館

結婚式場 他

食品の卸売

小売業者

スーパー

百貨店

コンビニ 他

食品関連業者とは？



食品リサイクル法

食品廃棄物とは？

製造（食品製造）

流通（食品流通）

消費（外食･家庭）

食品廃棄物

動植物性残渣

売れ残り
食品廃棄

調理くず
食べ残し
食品廃棄



食品リサイクル法 Q&A

① まずは何から始めればよいのですか？

（把握） 現在どのような食品廃棄物がどれくらいの量、排出されているの
か調査

（検討） 再生利用の優先順位を踏まえ、自社にとってどのような取り組
みが可能か検討

（試行） その方法を試しにやってみる

（実行） 企業の実態を踏まえながら、もっとも良い方法を実行

まずは排出量をつかむ



食品リサイクル法 Q&A

② 実施率２０％は事業所ごとに達成しないと
いけないんですか？

食品リサイクル法では事業者が義務達成の単位

事業者全体で２０％を達成すればよい

食品廃棄物
発生量

再生利用量

20t + 20t + 20t + 20t + 20t ＝ 100t

0t + 10t + 5t + 5t + 0t ＝ 20t

A店 B店 C店 D店 E店 ○○食品

達成されている



食品リサイクル法 Q&A

③ 実施状況はどこへ申告するんですか？

特別にどこかに申告する必要は無い

ただし 食品廃棄物の発生量
再生利用等についての記録を行う義務がある

記録については平成１３年度より１年単位で行
い、算出等の基礎資料も整理しておく必要あり

再生利用等の実施状況については農政局、食糧事務所等
により調査･点検を行うこととしている



食品リサイクル法 Q&A

④ 食品リサイクル法の適用除外は？

再生利用等は全ての食品関連事業者に課せられた責務
実施率２０％はどの事業者も目指すべき目標

罰則規定

年間１００t以上の事業者が、平成１８年度までに２０％の目標が達成
されないなど、再生利用等の取り組みが不十分な場合は
勧告→公表→命令→罰則（５０万円以下の罰金） が適用される

勧告 公表 命令 罰則


